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1. はじめに 

国の防災基本計画の改訂により，都道府県や市町村

の単位で防災訓練を行うことが義務化された 1）．これ

まで行われてきた災害対応訓練の結果は，避難完了人

数や時間，参加者個人の満足度を用いての評価がなさ

れている 2）3）．しかし，そういった訓練に参加するこ

とによる，災害対応に関わる行動や考え方の特性等の

人間の内的な変化が生じるかは評価されていない．本

稿では，宮城県亘理町中泉地区で行われた地域の避難

訓練（以下，中泉避難訓練）と東京都大田区山王地区

で行われた帰宅困難者なりきり訓練（以下，帰宅困難

者訓練）に参加することによる個人の能力の変化を「生

きる力」4）を評価指標として調査し，既往研究との比

較から課題を明らかにすることを目的とする． 

2. 研究方法 

本稿では，1）SENDAI  CAMP，2）中泉避難訓練，

3）帰宅困難者訓練といった 3 種類の災害対応訓練を

対象に評価を行った．SENDAI CAMP（以下，SC）は

既住研究であり，「生きる力」質問紙調査の結果から，

訓練前後の変化を評価している 5）．中泉避難訓練は，

宮城県亘理町中泉地区で行われた阿武隈川（一級河川）

の外水氾濫を想定した洪水避難訓練である．帰宅困難

者訓練は，東京都大田区山王地区で行われたもので，

今後懸念されている首都直下地震の際に自分が帰宅困

難者になったことを想定し，高層階からの避難・長距

離の歩行を実体験するものである．本稿では，「生きる

力」を向上させるために企画された SC と比較するこ

とにより，中泉避難訓練・帰宅困難者訓練での課題を

整理する．（表-1に訓練の概要を示す） 

本調査で評価指標として用いた「生きる力」は，

Sugiura et al.4）が東日本大震災で被災した宮城県沿岸の

住民へのインタビュー調査から明らかにしたもので，

災害対応に関わる個人の行動や考え方の特性とされて

いる．「生きる力」は，「人をまとめる力」「問題に対応

する力」「人を思いやる力」「信念を貫く力」「きちんと

生活する力」「気持ちを整える力」「人生を意味付ける

力」「生活を充実させる力」の大きく 8つの個人の特性

を表す因子に分類されている．これらの8因子は，全

34問の質問紙を用いて計測することができ，津波即時

避難・避難所問題の解決等の災害時に役立つ個人の特

性を示すこともわかっているため，本研究ではこの質

問紙を用いて個人の特性について調査・分析をしてい

った．この質問紙における設問の具体例としては，「人

をまとめる力」については「人の心を動かす，気のき

いた言葉が口から出てくる」（他4問）6）といったもの

で，これらの設問に全て 0～5 のうちあてはまるもの

を回答するというものである．他の 7因子についても

1 因子あたり 3～5個の同様の設問が用意されていて，

各因子の回答の合計点をその因子における「生きる力」

得点としている．本稿では，各因子の点数を 100点満

点に換算し，「生きる力」の前後変化を比較・検討した．  

表-1 対象とした各種訓練の概要 

 SENDAI CAMP 中泉避難訓練 帰宅困難者訓練 

日時 2014.09.24-25 2016.06.12 2016.11.06 

想定 地震災害・野外宿泊 洪水災害・避難 地震災害・帰宅困難 

参加人数 20人 24人 26人 

内容 宿泊体験・危険探索 洪水避難・リスク認知 歩行・危険探索 

目的 

(ねらい) 

被災経験をする中で，災害時に必要なこ

と・考えなければならないことの育成 

自分たちの曝されているリスクを認

識し，避難場所へ避難する 

帰宅困難になった際に自宅までたどり着ける

ようにし，道中のリスクについても認識する 

キーワード：生きる力，災害対応，訓練，帰宅困難，洪水避難，質問紙調査 
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3. 結果 

各種の災害対応訓練参加者の訓練前後における「生

きる力」の平均を図-1～図-3に示す．これらについて

両側 t検定を行い，p<0.05とp<0.01の因子については

図中にそれぞれ*，**で示し，p<0.05を有意傾向と定義

した．図-1 に示すように SC では，「問題に対応する

力」「人生を意味づける力」「生活を充実させる力」で

は有意傾向が見られ，「気持ちを整える力」では有意差

が見られた．図-2の中泉避難訓練では，訓練前後で「生

きる力」の前後変化はほぼ見られなかった（n.s.）．図-

3 の帰宅困難者訓練では，多くの因子で増加がみられ

るがその程度は小さく，「信念を貫く力」が減少する方

向に有意差が確認された．この結果から， SC以外の

訓練では災害時に有効とされる個人の特性を大きく変

化させることはできないことを初めて定量的に示せた．

これは，現状の訓練内容では災害から「生きる力」は

十分涵養できないことを示唆している． 

このように涵養される力は訓練内容によって変化

すると考えられる．SCと帰宅困難者訓練では，現場で

の危険探索を確認しているものの，SCではプログラム

中に，危険性に対する解説や注意をすることにより「問

題に対応する力」向上が期待できる．また，SCでは，

普段と異なる環境である程度のストレス（緊張感）が

与えられ，それらを抑えるために「気持ちを整える力」

が向上していると推測される．  

避難訓練や帰宅困難者訓練は，現場での対応力（判

断力）を向上させるために有効な場であると考えられ

ているが，さらに普遍性が期待される「生きる力」を

向上させるまでには至っていない．訓練内容の改善と

ともに，前後での説明や反省の場をきちんと設けるこ

とにより，目的意識の明確化や課題の整理が期待でき

るものと考える．  

4. おわりに 

これまでの避難を主目的とする災害対応訓練では，

一定時間内の避難率のように集団としての行動の評価

がされてきたが，今回はこれまでとは異なり個人のも

つ特性である「生きる力」に着目し，訓練前後におけ

る個人の内的変化の有無の把握を試みた．その結果，

訓練の内容により「生きる力」の変化のしかたには違

いがあり，場合によっては低下することも明らかとな

った．ここから訓練設計にあたっては，どういった個

人特性を向上させたいのかを明確にする必要があると

考えられる．今後は，これらの違いが生じるメカニズ

ムを明らかにするとともに，特定の「生きる力」を向

上できる訓練内容についても検討していきたい． 

 

図-1 SENDAI CAMPでの「生きる力」の前後変化 

 

図-2 中泉避難訓練での「生きる力」の前後変化 

 

図-3 帰宅困難者訓練での「生きる力」の前後変化 
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